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は しがき

平成 1 4 年度, 平成 1 5 年度, 平成 1 6 年度 日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究( B )

( 2 ) ) に よる ｢ 新しい 天然薬用資源 の 開拓に よる新分子探索と機能創出+ の研究を終了す

るに当たり , そ の成果を こ こ にまと めたの で報告す る .

天然物に は, 人知の 及 ばぬ化学構造とそれ に伴 っ た新規な生物活性 をもつ もの があり,

創薬研究に対す る天然物 の重要性は今後も尚変わるこ となく ,
一

定 の 割合で の 貢献を持続

して いく こ とが期待 され る ･ 新 しい 天然物の発 見の ためにをキ 新 しい研究材料を用 い る こ

と, すなわち ｢未利用生物資源 の 開拓+ がきわめて重要である . 本研究で は , 未利用生物

資源と して , 梅浄生軌 変形菌, ならび に熱帯性薬用植物を取り上 げ, 主に 天然物 ライブ

ラリ
ー

の構築と有用生物活性分子 の 探索を目的と した基礎研究を行 っ た . 以下に , 本研究

に より得られた成果 の概略を記 した.

1 . 海洋生物

(I) 海藻: 千葉県周 辺 を中心 に沿岸海域に おい て釣 1 0 0 種の海藻の調査 ･ 採取を行 っ た .

得られた海藻抽出物に つ い て , 抗菌活性 , アル テ ミアサリナ (甲殻類) 毒性, なら

び に コ ラゲナ ー ゼ阻害成分に関す る ス クリ ー ニ ン グを行っ た.
ス クリ ー

ニ ン グに よ

り選別 された海藻の うち, イ シ ゲか らア ル テ ミアサリナ毒性成分と して フ ロ ロタ ン

ニ ン の - 種 dip hl o r et h o h y d r o x y c a r m al o1 を単離した .

一

方, ア ズ マ ネジ モ クか らは,

抗菌活性成分と してプラ ス トキ ノ ン の 一

種 s a rg ahy d r o q u i n oi c a cid を単離 した .
コ ラ

ゲナ ー ゼ 阻害作用を示 した褐藻 cl a d op h o r a w rig h iz
'

a n a お よび u n d a ri a p in n a tijid a の

抽出物か ら数種 の ス テ ロ ー ル を得た.

(2) 後鯉類: 千葉県周辺 より採取 した後鯉類( ウミウシ) 2 4 種の抽出物 エ キ ス を調製し,

教程 の生物活性 ス クリ
ー

ニ ン グを行っ た . その 中より, ア ルテ ミア サリナ毒性を示

したシ タ ウミウ シ (A r m i n a b a b ai) からセ ラミ ドを, 抗菌活性を示 したオトメ ウミ

ウ シ (D e r m a t ob r a n c h w o t o m e) の エ キ ス か ら新規テ ル ペ ン成分を得た .

(3) 微細藻 : また,
一

種 の微細藻 (珪藻 o d o n t ell a a u rita) に つ い て大量培養ならび に成

分研究 を行 い , 新規ス テ ロ
ー

ル パ ー オキ シ ドを単離した.

2 . 変形菌

(1) 変形菌の 採取 と発芽実験 : 培養可能株 の探索を目的と して, 野外採取株 の寒天平板

培地上 で の胞子 の 発芽実験を行 っ た . 2 0 0 2 - 2 0 0 3 年におい て , 全国各地で採取 した

変形菌の 子実体2 0 2 軌 菌核 9 軌 変形体 11 株 につ い て発芽実験 を行 い , 8 0 株(3 7 % )

で発 芽, 4 5 株( 2 1 % ) で変形体形成, 9 株(4 % ) で子 実体形成に成功 した . とく に

D id y m i u m 属, p h y s a r u m 属は発芽 しやすく, 変形体 ･ 子実体も他の 属に比 べ て形成

しやすい こ とが 明らかとな っ た .



(2) 培養変形体の成分 : 変形体培養が 可能とな っ たもの の うち, 寒天平板培地上 で安定

して変形体の成長が観察され た数株 に つ い て大量培養を行 い , 成分研究を行 っ た .

D idy m i u m b a hi e n s e の 培養変形 体か ら抗菌活性 をも つ 新規 グリ セ ロ リ ピ ドを ,

D idy m i u m i ri dis の培養変形体 から 2 種 の ピロ ロ イ ミノ キノ ン型イ ン ド
- ル ア ル カ ロ

イ ドを単離 した . こ れ ら は以前海綿か ら単離され て い たも の で あ っ た . また ,

P hy s a r u m rig id u m の 大量培養変形体の抽出物 を各種ク ロ マ トグラ フ ィ
ー にて 分画 し

た結果 , 3 種 の ポリ エ ン 型新規黄色色素成分 pb y s a rig in A - C を単離した. 本菌に は,

この他 にも多く の色素成分が含まれて い たが , 溶解性や安定性等の 問題が あり, 分

離精製には さらなる注意を要する こ とが判明 した .

一 方, p ky s a r u m m ell e u m の 大量

培養変形体の抽出物 からは , チ ロ シ ン残基が 修飾された ユ ニ
ー

ク なア ミノ酸 を含む

新規ペ プチ ドラ ク トン m ell e u m i n A を単離 した .

(3) 野外採取変形菌子実体の 成分 : 変形菌 L in dbla di a t u b ulin a ( フ ンホ コ リ) より色素成分

の 探索を行 い細胞轟性をもつ dih y dr oli n dbl a d io n e お よびそ の 類縁体2 種 を単離 した .

また, C rib r a ria i n i ri c a t a の 主要赤色色素成分も1i n d bl a di o n e で ある ことが判 明 した .

一

方, c rib r a ria p u rp u r e a からは枯草菌に対す る抗菌活性をも つ 新規ナ フ トキ ノ ン型

赤色色素 c rib r ari o n e A を, C rib r a ri a c a n c ella t a か らも類縁 の 新規ナ フ トキ ノ ン

crib r ari o n e B を単離した . また, T ub lf e r a c a sp a y y i か らは細胞毒性をもつ ビ ス イ ン ド

-

ル ar cy ri a丑a vi n C 等 を単離 した . F ulig o c a n did a からは F C - 5 等の教程の 新規シ ク

ロ ア ン トラ ニ ル プ ロ ロ リ ン誘導体を, また T u b lf e r a di m o rp h o Lh e c a より細胞毒性をも

つ 新規 トリテ ル ペ ン ア ルデ ヒ ドラク トン tu bif e r al A を単離した . これ らの 中には ,

T R A I L 増強作用, 薬剤耐性克服作用 , 細胞周期阻害作用 を示す もの が存在 した.

3 . 熱帯植物 :

(1) 生物活性 ス クリ
ー ニ ン グ: 主にタイ ･ コ ン ケ ン地方産の 熱帯植物約 3 0 0 種 に つ い て ,

抽出 エ キ ス ライブラリ ー を作製 し, 細胞毒性, 細胞周期阻害作用 , 細胞外 マ トリ ッ

ク ス 分解酵素阻害作用 , ア ル テ ミアサリナ ( 甲殻類) 毒性, 等に 関す る ス クリ
ー

ニ

ン グを行 い , 各 々 に つ い て活性 を示す植物種を選別 した.

( 2) 生物活性成分の 探索 : 細胞増殖抑制活性等に関 して顕著な活性を示 したシ ョ ウガ科

植物 c u r c u m a p a 7V ljl o r a よ り新規セ ス キテ ル ペ ン 二量体 p a rv iB o r e n e A お よ びそ の 関

連化合物 を単離 した . そ の 中の
一

つ p a rv ifl o r e n e B に関 しては Ⅹ 線結晶構造解析を

行い , そ の結果から, 推定 した
一 連の 化合物の 構造に関する確証を得た. キ ョ ウチ

ク トウ科植物 w rig hti a j a v a ni c a より, プ レグナ ン型新規ア ル カ ロ イ ド w righ ti a m in e A

および B を単離 し, 化学合成により構造を決定した . これ らは マ ウス 白血病細胞

p 3 8 8 に対す る細胞毒性 を示 した. キク科 B l u m e a gl o m e r a t a よ り細胞周期阻害成分と

し て ジテ ル ペ ン を単離 し構 造 訂 正 を行 っ た ･ ま たリ ュ ウ ゼ ツ ラ ン 科 A g ay e

f o u T U O y d es か らも細胞 毒性 ならび に細胞周期 阻害作用 をもつ 新規ス テ ロ イ ドサ ボ



ニ ン を単離した ･

一

九 ノ ボタン科 M ela st o m a p oly a n th u m からは コ ラゲナ
ー ゼ抑制

作用 を持 つ フ ラボ ノイ ド配糖体4 種を単離した .
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図 1 . 単離した主な化合物 の構造式
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なお , 本研究は , 千葉大学大学院薬学研究院活性構造化学研究室にお い て , 発表論文に

名ま えを連ねた同研究室メ ン バ ー

に より行われ た. こ こ に深く感触し心 から御礼申 し上げ

ます .
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. L in dbl a dia 鹿野外 子実体 の 化学成分 . 日本生薬学会第 50 年会要 旨免 6 8 (2 0 0 3)

3 0 . 石橋 正己 : 磯焼け生物サ ン ゴ モ お よび 関連藻類の 化学成分 . 第 1 5 回財団法人 ソル

トサイ エ ン ス 研究財団助成研究発表会要旨集, 4 4 (2 0 0 3)

3 1 . 秋 山幸4 = , 河本相
-

, 藤本袷宏, 石橋 正己 : 真菌由来 α - ピ ロ ン環型天然物 の 立 体

化学･ 第 4 5 回天然有機化合物討論会講演要旨免 6 5 3 - 6 5 8 (2 0 0 3)

3 2 ･ F uji m o t o , H ･

,
S u rhi n o

,
M ･

, N a k a m u r a , E . , O k uy a m a , E . , Is h ib as h i, M .: S o m e

l m m un o s u p p r es si v e M et a b olit es R e c e d ly ls ol a t e d 舟o m T w o As c o m y c et e s B el o n g l n g t O

C h a e t o m i u m an d Z o Rji ell a ･ i n t e r n ati o n al S y m p o si u m o f M y c o t o x ic ol o g y in K ag a w a 2 0 0 3 ,

P r o g r a m a n d A b s tr u cts , 6 3 (2 0 0 3)

3 3 . 浅井健土 藤本治宏 , 金 容必 , 奥山恵美, 石橋 正 己 : 子嚢菌由来の Ⅹa 血 o n e 系免

疫抑制活性成分 に つ い て ･ 第 1 4 回天然薬物の 開発 と応用 シ ン ポジウム講演要 旨集,

1 7 6 -1 7 9 (2 0 0 3)

3 4 . 普銘 一 文, 高橋正 風 小谷野喬, K o wi th a y a k o r n , T . , 山 口健太郎 , 林正彦, 小宮山寛

機 , 石橋正己 : シ ョ ウガ科 c u r c u m q p a T V ljl o r a からの カ ジナ ン型セ ス キテ ル ペ ン 二

量体の 構造と生物活性 . 第 1 4 回天然薬物の 開発 と応 用 シ ン ポジウム 講演要旨集,

2 1 6 - 2 1 9 (2 0 0 3)

3 5 ･ 中谷 さと美, 石橋正 己 , 伊藤明 : 変形菌か らの 天然物探索(1) : 培養と成分. 第 1 4

回天然薬物の 開発と応用 シ ンポ ジ ウム講演要 旨免 2 3 2 - 2 3 5 (2 0 0 3)

3 6 ･ 直江綾乃, 清田真樹子 , 岩 田丸 山口直人 石 橋正己 : 変形菌からの天然物探索(2) :

抗革ならび に細胞周期阻害性成分 . 第 1 4 回天然薬物 の 開発と応用 シ ンポジウム 講

演要旨免 2 3 6 - 2 3 9 ( 2 0 0 3)

3 7 ･ Is hib a shi , M ･: S e a r c h f o r B i o a cti v e N at u r al P r o d u c ts 舟o m U n e x pl oit e d M i c r o b i al

R e s o u r c e s ･ C hi n a - J a p an J o in t S e m i n a r o n M a ri n e N att m l P r o d u ct s C h e m ist ry , S h a n g h ai

(2 0 0 3)

3 8 . 大槻嵐 小谷野 嵐 T . K o w it h ay ak o rn , 酒井信夫, 川原信太 合 田幸広, 山口直^ ,

石橋正 己,
”

A g a v e f o u r c r oy d e s の 細胞毒性成分
”

, 日本薬学会第 12 4 年会講演要旨集

2
,
1 2 4 (2 0 0 4)

3 9 . 寺 町文宏 , 山 口能弘, 小 谷野喬 , T . K o w ith a y a k o r n , 宮田昌彦, 営銘
一

丸 石橋 正

己
,

”

M el a st o m a p oly a n ih u m , U n d a ria pi n n a tl# d a 等 の コ ラゲナ
ー ゼ 阻害成分の探索

”

,

- 1 0 -



日本薬学会第 1 2 4 年会講演要旨集2 , 1 3 0 (2 0 0 4)

4 0 ･ 李玉 山, 大泉嵐 w ･ c h a n m a h a s athi e n
, 石橋正 己, 佐竹真幸 , 大島泰見

”

南米産と

タイ産薬用植物の 生理活性物質の 探索
' '

, 日本薬学会第 12 4 年会講演要旨集 2 , 1 3 0

(2 0 0 4)

4 1 ･ 藤本治宏, 中村悦子 , 奥山恵美, 石橋 正己 ,
”

子 嚢菌 z oRji ell a l o n gi c a u d a t a の免疫抑

制活性成分 に つ い て ” , 日本薬学会第 12 4 年会講演要旨集 2 , 1 3 1 (2 0 0 4)

4 2 ･ S ･ K ･ S ad h u
, 奥山恵美, 藤本治宏, 石橋正 己, E ･ Y e sila d a

,

' '

A cti vity
-

g uid e d s ep ar ati o n

of C is t w la u rlf oli w , a Tt u kis h m e di ci n al pl a n トⅠⅠ
”

, 日本薬学会第 12 4 年会講演要旨集
2
, 1 3 2 (2 0 04)

4 3 ･ 大崎尚人, 大槻崇 , 小谷野喬 , T ･ K o wi th a y ak o r n , 石橋正 己,
”

B l u m e a b a ls a m lfe r a の

プラ ス ミ ン阻害成分
”

, 日本薬学会第 12 4 年会講演要旨集 2 , 1 3 8 ( 2 0 0 4)

4 4 ･ 営銘
一

丸 小谷野喬, T ･ K o w it h ay ak o r n , 林正彦, 小宮山寛機, 石橋正 己,
”

C , u c w n a

p a r v ljT o r a の カ ジナ ン塾セ ス キテ ル ペ ン ニ 畳体成分
”

, 日本薬学会第12 4 年会講演要

旨集 2 , 1 4 3 (2 0 0 4)

4 5 ･ 鎌田和明, 清田真樹子, 中谷さと美, 直江綾乃 , 伊藤明, 松本淳, 山本幸嵐 石橋

正己 ,
”

変形菌の 培養と L y c o g a la ep id e n d r u m および A nc y ri a ci n e r e a の成分研 貯
,

, 日

本薬学会第 12 4 年会講演要旨集 2 , 1 4 4 (2 0 0 4)

4 6 ･
,
X i a of a n Li , K ･ H i r at a , S ･ K I S a d h u , T ･ O ht s u ki , T ･ K o y an o , T ･ K o w ith a y a k o r n , an d M .

I s hib a s hi
,

”

A st u dy o n is ol a ti o n of cy t ot o xi c c o m p o u n d s & o m E u p a t o ri u m c a p illlf oli u m
' '

J S P - E S P - C C T N M J oi nt S e m i n a r 2 0 0 4
,I nt e r n ati o n al S y m p o si u m o n N at u r al M edi ci n es ,

A b st r a ct p . 7 0 (2 0 0 4)

4 7 ･ 石橋 正己 , 佐藤昌昭,
"

ポ ス トゲ ノム 型標的蛋白質の機能解明を目指 した低分子リガ

ン ドの探索
”

2 0 0 4 年度科学研究費補助金特定傍域研究 ｢ ゲノ ム+ 4 領域合同班会議
‾
講演要旨集 A 1 2 5 (2 0 0 4)

4 8 ･ 中谷さと美, 清田真樹子 , 鎌田和明, 石橋 正己,
`

優形菌 D 砂 m i u m i ri di s の 培養変形

体の成分
”

日本生薬学会第 51 年会要旨集 9 8 ( 2 0 0 4)

4 9 ･ 大槻嵐 佐藤昌昭, 小谷野 嵐 T . K o w ith ay a k o r n , 河原信夫, 合田幸LE , 石橋 正己,
"

ヤ

シ科 c a la m u s i n sig n is の細胞毒性成分
”

日本生薬学会第51 年会要旨集 1 4 8 ( 2 0 04)

5 0 ･ 石橋正 己, 佐藤昌昭,
"

未利用天然物 からの創薬リ
ー ド化合物 の探索

,,

千葉大学オ
ー

プ ン ･ リサ ー

チ 2 0 0 4 講演要旨集 1 6 (2 0 0 4)

5 1 ･ 林 正 彦 , 長 谷川 寛雄, 石 橋 正 己 ,
■
山 田 恭 嘩 , 小 宮 山寛機 , 【

”

熱 帯植 物 由来

m eth y ldihy d r oq u e r c eti n の T T u I L 活性増強作用
”

, 第 63 回日本癌学会学術総会, p 1 2 9 9

(2 0 0 4)

5 2 ･ 鎌田和明, 中谷さと美 , 佐藤昌昭, 大貫裕之 , 虞田洋 , 石橋 正己 ,
"

変形菌か らの

天 然物 探 索 : 培 養 ph y s a r u m m ell e u m の ペ プチ ドラ ク ト ン と 野外 T u b lf e r a

di m o rp h o th e c a の トリテ ル ペ ン ア ル デヒ ド
”

, 第 4 6 回天然有機化合物討論会講演要旨

- 1 1 -



集, 2 9 9 - 3 0 4 (2 0 0 4)

5 3 ･ 秋 山幸生, 藤本治宏, 石橋正 己 ,
"

真菌由来 ピ ロ ン環型 天然物 の 合成研究
”

, 第 4 8

回日本薬学会関東支部大会講演要 旨集, 6 8 (2 0 0 4)

5 4 ･ 大崎尚人, 小谷野喬 , T ･ K o w it h a y a k o r n , 石橋正 己 ,
”

B l u m e a b a s a m lf e r a 及び S a p in d u s

r a r a k の 成分研究
”

, 第 4 8 回香料 ･

テ ル ペ ンお よび精油化 学に関す る討論会講演要

旨免 26 7 - 2 6 9 ( 2 0 0 4) .

5 5 ･ 昔銘 一 文, 佐藤昌昭, 小谷 野喬, T . K o w it h a y a k o r n , 林正彦, 小宮山寛機, 石橋正

･ 己
' '

C u n w n a p a r vEjl o r a の セ ス キ テ ル ペ ン 二量体の 構造
”

第 4 8 回香料 ･ テ ル ペ ン お

よび精油化 学に関する討論会講演要旨免 2 3 4 - 2 3 6 (2 0 0 4)

5 6 ･ 石橋正 己, 山本俊輔, 寺町文宏 , 普銘
一

文, 佐藤昌昭, 宮田昌彦 ,
”

ヨ ウ素を含有

する千葉県産海藻成分 の 探索
”

第 7 回 ヨ ウ素利 用研究 シ ン ポジ ウム 講演要 旨集 ,

4 ト4 2 (2 0 0 4) .

( I

5 7 ･ H ･ H a s eg a w a , Y ･ Y
-

a m ad a
,
M ･ H a ･y a s hi , M ･ I s hib a s hi

, K ･ K o m ly a m a , K . M u r a t a
,
M .

M a s u d a , N ･ T a k a s lち M ･ T o m o n a g a , S ･ K a mi hir a ,
' '

D ih y d r o fl a v o n oI B B -1 , an E x t r a ct of

N at u r al Pl a n t B l u m e a B a ls a m lf e r a , A b r o g at e s T R A I L R e sist a n c e i n A d ult T - C ell

Le u k e m i a/ L y m p h o m a
乃

T h e 4 6 th A n n u al A m e ri c a JI S o ci et y o f H e m at ol o g y , A b st r a ct # 2 2 9 0 ,

D e c e 血b e r 4 - 7 , 2 0 0 4 , S a m D i e g o , C A

5 8 ･ 武 田真泉 酒井信夫, 豊 田英 軌 平野義明, 石橋正 己 , 戸井 田敏 象
”

シタ ウミウ

シ (A - l
'

D a C f ･ b a b a l
'

) 由来 グリ コ サ ミノ グリカ ン の構造及 び生理活性
''

, 日本薬

学会第1 2 5 年会講演要旨集 3 , 2 0 (2 0 0 5)

5 9 ･ 曹銘 一 文, 佐藤昌昭, 小谷野喬, T ･ K o w ith a y a k o r n , 石橋正 己,
”

C u rc u m a p a r v ljl o r a

の 新規 セ ス キ テ ル ペ ン 二畳体型成分に関する研究(5)
”

, 日本薬学会第 12 5 年会講演

要 旨集 4 , 1 5 9 ( 2 0 0 5)

6 0 ･ 李暁帆 佐藤昌昭, 小谷野喬 , T ･ K o w i th ay a k o r n , 石橋 正 己,
''

G o u a n ia o b t w lf oli a

の ノイラ ミ ニ ダ ー ゼ阻害成分 に つ い て
”

, 日本薬学会第 12 5 年会講演要旨集 4 , 1 4 7

(2 0 0 5)

6 1 ･ 大槻嵐 佐藤昌昭, 小谷 野喬, T . K o wi th a y ak o r n , 川原倍夫, 合 田幸広 , 石橋 正

己 ,
”

C a la m w i n sig n is の細胞毒性及び細胞周期阻害成分
”

, 日本薬学会第 1 2 5 年会講

演要旨集 4 , 1 4 6 (2 0 0 5)

6 2 ･ 藤本治宏, 岡本億 息 曽根絵里子 , 前田里美 , 秋 山草生 , 石橋 正 己,
”

不完全菌 77
･

ic h u , ”

t e r r o p h il w の 免疫抑制成分(そ の 3)
”

, 日本薬学会第 12 5 年会講演要 旨集 4 , 1 4 0 (2 0 0 5)

6 3 ･ 山本俊輔, 秋 山草生 , 藤本治宏 , 石橋 正己 ,
”

不完 全菌由来 ピ ロ ン環型 天然物 の全

合成
”

, 日本薬学会第1 2 5 年会講演要旨集 4 , 1 4 0 (2 0 0 5)

6 4 ･ 鎌田和明, 山本幸憲 , 林正彦, 小宮山寛機, 石橋正 己 ,
'

優形菌 A r cy ri a ci n e re a の新

規 ビ スイ ン ド -

ル成分
”

, 日本薬学会第12 5 年会講演要旨集 4 , 1 63 (2 0 0 5)

6 5 ･ 細谷孝嵐 山本章意 , 林 正彦, 小宮山寛機, 石橋正 己 ,
”

変形菌 z y c o g a la e p id e n d r u m

- 1 2 -



の 新規 ビ ス イ ン ド - ル成分(2)
”

, 日本薬学会第 1 2 5 年会講演要旨集4 , 1 6 7 (2 0 0 5)

( 3) 出版物

1 . I shib a s hi
,
M ･: D i s c o v e ry of N e w N at u r al M a c r olid e s 舟o m M a ri n e O r g a ni s m s . I n : e) m u r a , S .

e d ･ M a c r o li d e A n tibi
r
o ii c s : C h e m isi Ty , B i ol o g y , a n d P r a ctic e , S e c o n d E diti o n , A c a d e m i c

P r e s s , S an D i e g o , p p . 5 7 - 9 8 (2 0 0 2)

2 . O k uy a m a , E .; S bi m o m u r a , K .; N ag a m at s u , C .; F uji m ot o , H .; Is hib a s hi , M .; S hir ot a , 0 .;

S e ki t a , S ･; S at ak e , M ･; R u iz , J ･; Fl or e s , F ･ A ･; Y u e rly O n g S a W a d , S ･ : B i o a cti v e C o m p o n e nt s of

a P e r u vi an H e rb al M idi c n e , C h u c h u h u a si ( M ay te n w a m a z o nic a) . I n : S e n el
･

,
B . e d .

B i o div e y TiO } : B i o m ol e c ul a r A s p e ct s of B i o di v e r siO } a n d I n n o v a ti v e U tiliz a ti o n , Kl u w e r

A c ad e mi c P ubli s h e rs
,
D o rd r e ch t

, p p . 8 5 -8 9 ( 2 0 0 2) .

3 . 小林淳 一

, 石橋正 己 : 海洋生物成分, ヌ然瀞仕草 改訂第6 版, 田中治, 野副重男 ,

相見則郎 , 永井正博編, 南江堂, p p . 3 63 -3 7 7 (2 0 0 2)

4 . 野依良治, 奥山格, 柴崎正勝, 櫓山為次郎 (監訳) , 石橋正 己, 岩滞伸治, 奥山格,

小 田嶋和徳, 金井求, 木越英夫, 白川英二, 中辻慎
一

, 橋本俊 一

, 松原誠 二郎, 吉

田潤
一

(共訳) : ウオ
ー レ ン 有機化学 (上) , 東京化学同人 (2 0 0 3)

5 . 野依良治, 奥山格, 柴崎正勝, 槍山為次郎 (監訳) , 石橋正 己, 岩滞伸治, 奥山格,

小 田嶋和徳, 金井求 , 木越英夫, 白川英 二, 中辻慎
一

, 橋本俊
一

, 松原誠二 郎, 吉

田潤 一 (共訳) : ウオ ー レ ン有機化学 (下) , 東京化学同人 (2 0 0 3)

6 ･ Is h ib a s hi
,
M .: S e ar c h fo r Bi o a cti v e N at u r al P r o d u cts & o m U n e x pl oit e d M i c r o bi al

R e s o u r c e s . I n : A tt a - u r - R a h m a n
,
ed . S t u di e s i n N a t u r a l P r o d u ct s C h e m isi7 y , V ol . 2 9 ,

EI s 即i e r S ci e n c e; A m s t e rd a m , pp . 2 2 3 - 2 62 (2 0 0 3)

7 . 石橋 正 己 : 未利用菌類 の 資源化 : 変形菌からの 天然物探索, 肴超 脱 学彪 錦 61 ,

1 5 2 -1 6 3 (2 0 0 3)

8 . 石橋正 己: (書評) 日本化学会編, ｢化学 っ てそうい うこ と ! 夢が広が る分子 の 世界+ ,

化学同^ , 膚聯金成倍学彪会務 61 , 9 6 0 (2 0 0 3)

9 . 石橋 正己 : (書評) D . G . M o r ri s 著, 石川勉訳 , ｢立体化学の基礎+ , 化学同人, 肴聯

余成倍学彪会務 6 1 , 1 1 6 5 ( 2 0 0 3)

1 0 . 石橋 正己 : ( 書評) J . R . H an s o n 著, 豊 田貴弘訳, ｢官能基 の化学+ , 化学同人 , 肴磯

執成倍学静会 務 6 1 , 1 1 7 5 (2 0 0 3)

1 1 . 石橋正 己 : ( 書評) T . D . W . Cl aridg e 著, 竹内敬^ , 西川実希汎 ｢有機化学の ため

の 高分解能 N M R テ ク ニ ッ ク+ , 講談社, 有産 脚 学虜 錦 62
, 3 2 3 ( 2 0 0 4)

1 2 . 石橋正 己 : ( 書評) 山川浩司 ,
-

金 岡祐 一

, 岩滞義郎著, ｢メ ディ シナ ル ケミ ス トリ
ー

+

第 5 版, 講談社, 肴磯金成仕草虜会務 62 , 6 8 1 (2 0 0 4)

1 3 . 中谷さと美 , 石橋正 己 : 変形菌の ケ モ タキ ソノ ミ 一 に関す る考察, 愛顧戴 2 2 , 5 5 - 6 0

- 1 3 -



( 2 0 0 4)

1 4 . I sh ib a s bi , ” .; T o um e , K ･; Y a m a g u chi , Y ･; O b土s u ki , T ･
川

R e c e n t a d v an c es i n s e ar c h f o r

bi o a ctiv e Ⅶ t u r al p r o d u cts 丘o m m e di ci n al pl a rlt S O f n o rth e a st T h ail an d
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( 4) 研究成果 に よる工業所有権の 出願
･ 取得状況

1 .
｢ ツ ビ フ エ ラ

ー ル A お よび ツ ビ フ エ ラ
ー

ル B + 特願 2 0 0 4 - 0 8 7 3 3 4 , 発 明者 : 石橋 正

己 , 出願人 : 千葉大学, 出願 日 : 2 0 0 4 年 3 月 2 4 日

2 .
｢ メ レクミ ン A お よびメ レ クミ ン B + 特願 2 0 0 4 - 1 3 3 2 1 2 , 発明者 : 石橋正 己, 出願

人 : 千葉大学, 出願 日 : 2 0 04 年 4 月 2 8 日

3 . ｢ ツ ビ フ エ ラ
ー ル A お よび ツ ビフ エ ラ

ー ル 別 特願 2 0 0 4 - 2 4 4 6 5 7 , 発 明者 : 石橋 正

己
･ 鎌 田和明, 出願人 : 千葉大学, 出願 日 : 2 0 0 4 年 8 月 2 5 日

4 .
｢ キ レネア ピロ

ー

ル A お よびキ レネア ピ ロ
ー

ル B + 特願 2 0 0 5 - 0 7 2 0 87 , 発 明者 ‥ 石

橋正 己 ･ 鎌田和FB , 出願人 : 千葉大学 , 出願 日 : 2 0 0 5 年 3 月 1 4 日

5 .
｢ パ ′L , ビ フ ロ レ ン H お よ びパ ル ビ フ ロ レ ン I + 特願 2 0 0 5 - 0 7 3 9 2 3 , 発 明者 : 石橋 正

己 ･ 嘗銘
一 文 ･ 小谷 野喬, 出願人 : 千葉大学, 出願 日 : 2 0 05 年 3 月 1 5 日

6 .
｢ 6 _ ヒ ド ロ キ シ ス タ ウ ロ ス ポリノ ン お よび 5 ,6 - ジ ヒ ド ロ キ シ ァ ル キリア フ ラ ビ ン

A + 特願 2 0 0 5 -0 7 4 0 6 8 , 発明者 : 石橋正 己 ･ 細谷孝博, 出願人 : 千葉大学, 出願 日 :

2 0 0 5 年 3 月 1 5 日
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